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富良野 ・大雪 リゾー ト地域

その実情と問題点

八木 健三
1す/～/そ"う)

八木健三

(やぎ

!914年 長野市に生る。

1938年 東北大学を卒業。

東北大学、北海道大学及

び北星学園大学の教授 を

歴任し、現在北大及び東

北大名誉教授。.協会会長。

自然と人との賢明な共存
の道 を探る。

は
じ
め

に

一
九

八
七
年

六

月

「総
合

保

養
地

域
整

備
法
」
1

通
称

「
リ

ゾ

ー
ト
法

」

が
施
行

さ

れ
る

と
、
待

ち

か
ね
た

よ
う

に
全
国

か

ら
七
五

ヵ
所

も

の
候
補

地
が

名
乗

り
出

た
。

そ
の
指
定

争

奪

の
様

子

は
、
高

度
成
長

期

の
新
産

業
都

市

(
一
九

六
二
年

)、

日
本
列

島
改

造
時

代

の
工
業

団
地

(
一
九

七
三
年

)

の
誘

致

合

戦
を

思

い
出

さ

せ
る
も

の
が
あ

っ
た
。

そ

の
結
果

、

ま
ず
福

島
県

の

「
会
津

フ
レ

ッ
シ

ュ
リ

ゾ
ー

ト

」
、
三
重
県

の

「
三
重

サ

ン
ベ

ル
ト
ゾ

ー

ン
」
、
そ

れ

に
宮

崎

県

の

「宮

崎

・
口
南
海

岸

リ
ゾ

ー
ト
」

の
三

つ
の
基
本

構
想

が

、

一
九
八

八
年

七
月

正
式

に
承
認

さ
れ
、

リ
ゾ

ー
ト
時
代

の
幕
あ

け
と

な

っ
た
。

こ

の
情

況

の
中

で
、
北

海
道

も

腕
を

操

い
て

い
た

わ
け

で

は

な

い
。

一
九

八

八
年

二
月

に
は

「
北
海

道
宣
言

ー
新

し

い

日
本

型
余

暇

ス
タ
イ

ル
の
創

造

の

た
め

に
ー

」
を

発
表

し
、

「
北

海
道

は
、

余
暇

活
動

を
展

開
す

る
場

と
し

て
優
れ

た
条

件
を

有
し

て

い
る
。

こ
う

し
た
条

件

を
生

か
し

な
が

ら
、

さ

ら

に
リ
ゾ

ー
ト

地
域

と
し

て

の
優

位
性

を
高

め

、
二

一
世

紀

に
向

け

て
新

し

い
ラ
イ

フ

ス
タ
イ

ル
の
創
造

と
国

民
生

活

の

向

上

に
積
極

的

に
貢
献

し

て

い
き
た

い
」

と
高

ら
か

に
誰

い

上

げ

て

い
る
。

こ
れ
を

ふ
ま

え
、
本
年

一
九
八

九
年

四
月

に
は
、

道

の
新

長

期
総
合

計

画

に
お
け

る

「国

際

リ
ゾ

ー
ト
連

担
都
市

構
想

」

の
先

導

的
地

域

と
し

て

「
北
海

道
富

良

野

・
大

雪

リ
ゾ

ー
ト

地
域

整
備

構
想

」
を

発
表

し

た

(北

海
道

一
九

八
九

)
。

こ

の

「
リ

ゾ

ー
ト
地
域

整
備

構
想

」

を
実

地
に

つ

い
て
理

解

し
、
そ

の
問
題
点

を

明
か

に
す

る
た

め
に
、
協

会

で
は
寺

島

一
男
、

熊
木

大
仁

、
川

辺
百

樹

の
三
理

事
と
私

と

か
ら
な

る
視
察

団

を
構

成

し
、
四

月
上
旬

、
富

良

野
市

は
じ
め

一
市

六
町

一
村

に
わ
た

る

「
重

点
整

備
地

区
」

の
現
地
視

察
を

行

っ
た

(但

し

日
程

の
都
合

上
、

日
高

町
は
割

愛

し
次

回

に
譲

っ
た
)
。
車

の
走

行
距
離

は

四

二
〇
㌔

、
さ
す

が

に
わ
が
国

最
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大

の
リ
ゾ

ー

ト
地

域

で
は
あ

る

。

こ
の
視
察

に
当

っ
て
は
、

各
市

町
村

の
市
長

、

町
長

な

ど

責
任
者

よ

り
熱

心

な
応

待

と
説

明
を
う

け
た

が
、

そ

の
中

に

こ

の
構

想

に

よ

せ
る
自

治
体

の
大

き
な

期
待

の
ほ

ど

が
痛
感

さ
れ

た
。

本
論

文

で
は

、
視

察

に
よ

り
明

か

に
な

っ
た
重
点

整

備

地

区

の
実

体

や
、

そ

の
問
題

点

に

つ
い
て
の

べ
、

本

構
想

に

つ

い
て

の
わ

れ
わ

れ

の
見
解

を

明
か

に
し

た

い
。

こ
の
視
察

旅

行

に
際

し
、

お

世
話

に
な

っ
た
各
市

町
村

当
局

に
対

し

て
、

厚

く

お
礼

申

し

上
げ

た

い
。

富

良

野

・
大

雪
リ
ゾ

ー
ト
地

域
の
概
要

こ
の
地
域

は
北

海

道

の
屋
根

で
あ

る
大
雪

・
日
高

両

山
脈

の
山

麓

に
広

が

る
広
大

な
高

原

で
、

東
西

六
〇

キ
。
、

南
北

一

〇
〇

キ
。
、

総
面

積

三

三
万

四
三

九
六

触
、
本

道
面

積

の
四
鮮

を
占

め
、

わ

が
国

最
大

の

リ
ゾ

ー
ト
地

域

で
あ

る
。

本

地
域

を
構

成

す
る

一
市

七
町

一
村

と
、

そ

の
特

定

地
区

及
び
重

点

整
備

地

区
を
図

-

一
と
表

-

一
と

に
示

す
。

こ
の
全

域

は
、
雄

大

な
山
岳

、
広

大

な
天
然

林

、
ダ

ム
湖

、

そ
れ

に
温

泉
な

ど

、
豊

か
な

自
然
環

境

に
恵

ま
れ

、
札
幌

、

旭

川

、
帯
広

各
空

港

に
近

接

し
、
本

州

と

の
交

通
あ

便

は
よ

い
。
寒

暖

の
差

が

一
日

に
お

い
て
も
大

き

い
内

陸
性

気
候

を

も

ち
湿

度

が
低

く
快
適

で
あ

る
。

こ
の
地

域

に
お

け

る
リ
ゾ

ー
ト
開

発

の
構

想
を

つ
ぎ

に
概
説

し

て
み
よ
う
。

旭
岳

地
区

(東
川

町
)

大
雪

山
国

立

公
園

の
最

高
峰

旭
岳

の
南
西

に
あ

り
、
旭

岳

ゆ

ニ

ま
ん

べ

つ

温
泉

(
旧
名
勇
駒
別
温
泉
)
と
天
人
峡
温
泉
を
も
つ
。
天
人

の

か

な
ん

峡

の
南

西

に
野
花

南

ス
キ

ー
場
を

つ
く
り

、
天

人
峡

に
は
温

泉

を
中

心

と
し

た

ヘ
ル

ス
セ

ン
タ
ー
を

お

く
。

ま
た

東
川

町

特定地域の圏域図

東川町

囮
典瑛町

ジャバ ンヘルシーゾーン地1区

上富良野町

〆

北星丘陵リゾート地区 ＼

孟ゐ

ふらの地区

富良野市

サホロ地区かなや麺 亟]

4礁 良野町

新得町

トマム地区
占冠村

ヘヘ ノ＼ノ 日綱

愈ξ

富 良野 ・大雪 リゾー ト地域 の重点整備地 区図 一1

は

「
写
直

の
町

」
を

宣
言

し
、

毎
年

写
真

に
関

す

る
イ

ベ

ン
ト

「
フ
ォ
ト

・
フ

ヱ
ス
タ
」
を

ひ

ら
き
、

全
国

か
ら
写

真

家

を
集

め

て

い
る
。

ぴ

え
い

ジ

ャ
パ

ン

ヘ
ル
シ

ー
ゾ

ー
ン

(美

瑛

町

・
上
富
良

野
町
)

こ
の
冬

活

発
な

火
山

活
動

を

つ
づ

け
た
十

勝
岳

の
北
方

に

ひ
ろ

が
る
高
原

で
、

一
九

八
四
年

「
ジ

ャ
パ

ン

ヘ
ル
シ

ー
ゾ

ー

ン
を
進

め

る
会

」

が

発
足

、

住

民

自

ら

の
手

で
計
画

を

す

す

め
て
来

て

い
る
。

こ
こ
で
も

っ
と
も
力

を
入
れ

て

い
る

の
は
美
瑛
富

士
北
斜
面

の

ス
キ

ー
場

で
あ
り

、

さ
ら

に
ゴ

ル

フ
場
、

キ

ャ

ン
プ

場

、
自
然

学
習

の
場

な
ど

が
計
画

さ

れ
て

い
る
。
豊

富

な

温
泉
を

利
用

す

る

ク
ァ

ハ
ゥ

ス
的

な
リ

フ
レ

ッ
シ

ュ
メ
ン
ト

セ

ン
タ

ー
設

置
も

特
色

の

一
つ
。

こ

の
両

町

に
ひ

ろ
が

る
丘

陵

地
帯

は

、
ま

こ
と

に
北

海

道
的

な
田
園

風

景

に

め
ぐ

ま
れ
、

著
名

な
写

真
家

前

田
真
三

氏

の
作

品

に
よ

っ
て
紹
介

さ
れ
、

静

か
な

ブ
ー

ム
を
呼

ん

で

い
る
。

北

星
丘
陵

リ
ゾ

ー
ト

(中
富
良

野
町
)

こ
の
丘

陵

は

さ
ら

に
中
富

良

野

に

つ
づ

き
、
特

に

ラ
ヴ

ェ

ン
ダ

ー

の
美

し

い
風
景

が
売

物

と
な

っ
て
お
り
、

こ
こ
に
重

点
を

お

い
た

リ

ゾ
ー

ト
が
計

画

さ
れ

て

い
る
。

ラ
ヴ

ェ
ン
ダ

ー

・
ポ

ピ

ー
な
ど

の
花

園

に
彩

ら
れ
た

ゴ

ル

フ
場

、
観
光

牧

場

、

植
物

園
な

ど
を

つ
く

り
、

地

域
特
産

品

を
提
供

す

る
と

い
う

。
ふ
ら
の
地

区

(富
良

野
市
)

こ

こ
に
は

す

で
に

ワ
ー

ル
ド
カ

ッ
プ

で
有
名

な
富
良

野

ス

キ

ー
場
を

も

っ
て

い
る
が
、

こ
れ
を

中

心
と

し

て
、
文
化

、

ス
ポ

ー

ツ
を

組
合

せ
た

ア
ー
バ

ン
ゾ

ー

ン
を

つ
く

る
。
す

で

に
か

な
り

名

の
売

れ

た

「
ふ

ら
の

ワ
イ

ン
」

に
チ

ー
ズ

な
ど

の
特
産

品

を
加

え
、

グ

ル

メ
指
向

の
リ
ゾ

ー
ト

を
形
成

す

る
。

な
お

こ
こ
に
は
ラ
イ
タ
ー
倉
本
聡
氏

の
開
く

「富

良

野
塾
」

も
あ

り
多

く

の
若
者

た

ち
が
集

っ
て
来

て

い
る
。

か
な
や

ま
湖
地
区

(南
富
良

野
町
)

空

知
川

を
堰

止

め
た
金

山

ダ

ム
に
よ

っ
て
生

れ
た
大

き
な

36



特集/北の自然はいま一第2集

人

造

湖

、
か

な
や
ま

湖
を

リ
ゾ

ー
ト

の
中

心

に
据

え

、
「
湖

」

「
緑

」

「
氷
」

の

コ
ン
ト

ラ

ス
ト
を
生

か

し
た

ゾ

ー

ン
が

考

え

ら

れ

て

い
る
。
当

然

の

こ
と
な

が
ら

、

こ
の
湖

に

は
ボ

ー

い
く

と

ら

ト

・
カ

ヌ
ー

・
遊

覧
船

が

主
役

と

な

っ
て

い
る
。

ま
た

幾
寅

や
鹿

越

の
山
地

に

ス
キ

ー
場
が

計
画

さ

れ

て

い
る

。

サ

ホ

ロ
地

区

(新

得
町
)

旧
国

鉄

時
代

、
十

勝
原

野
を

一
望

に
お
さ

め

る
狩
勝

峠

か

ら

の
展
望

は

、
新

日
本

八

景

の

一
つ
に
あ

げ

ら
れ

た
も

の

で

あ

る
。

こ
の
峠

の
北
方

佐
幌

岳

に
は
サ

ホ

ロ
ス
キ

i
場

が

で

富良野 ・大雪 リゾー ト地域 とその重点整備 地区表一1

市町村名 人口(人) 面積伽)
左のうち特定
地域面積伽) 重点整備地区 面積伽)

富 良 野市 27,876 60,163 50,801 ふ ら の 地 区 3,808

東 川 町 7,760 24,961 20,623 旭 岳 地 区 1,768

美 瑛 町 13,975 67,239 50,371

上富良野町 14,127 23,898 !8,715

ジヤパ ンヘ ルシ

ーゾー ン地区 5,586

中富良野町 6,723 10,849 10,580 北星丘陵 リゾー ト地区 509

南富良野町 3,976 66,674 53,302 かなやま湖地区 3,450

占 冠 村 2,097 57,114 50,835 ト マ ム 地 区 4,206

日 高 町 3,151 56,885 31,340 日 高 地 区 4,150

新 得 町 9,008 106,264 47,830 サ ホ ロ 地 区 3,585

計 88,693 474,047 334,397 計 27,062

(注)人 口は、昭和60年 国勢調査 によ る。

き
、

さ
ら

に
山

麓

に
バ
カ

ン
ス
村
地
中

海

ク

ラ
ブ
、

ロ

ッ
ジ

サ
ホ

ロ
な

ど

の
施

設

、
ゴ

ル

フ
場

が
相

つ
い
で
設

け
ら

れ
た
。

こ
う
し

て

「ゆ

っ
た
り
と
時

が
流
れ

る
バ
カ

ン
ス
村
」

を

謳

い
文
句

に
、
リ

ゾ

ー
ト
開
発

は

既

に
出

発

し

て

い
る
が

、
佐

幌

川

の
ダ

ム
、

サ
ホ

ロ
湖
を

利

用

し
た
新

し

い
リ

ク
リ

エ
ー

シ

ョ

ン
ゾ

ー

ン
の
計
画

も
す

す

め

ら
れ

て

い
る

。

し

む

か
っ
ぷ

ト

マ
ム
地

区

(占

冠
村

)

ト

マ
ム
山

(
一
二
三
九

酵

)
周
辺

の
高

原

に
、

ト

マ
ム

ス

キ

ー
場
を

は
じ

め
、

ゴ

ル

フ
場
、

テ

ニ
ス

コ
ー
ト

な
ど

の

ス

ポ

ー

ツ
施
設

、
会

議

機
能

を
合

せ
も

つ

コ
ン
ド

ミ

ニ
ア
ム

の

三
六
階

の
ザ

・
タ

ワ
ー
二
棟
が
す
で
に
建
設

さ
れ
、

新

し

い
リ

ゾ

ー
ト

の

一
つ
の

モ

デ
ル
ケ

ー

ス
と
受

け
と

め
ら

れ

て

い
る
。

さ
ら
に
ス
ポ

ー

ッ
施
設

や
タ
ワ
ー
の
増
設

の
計

画

が
進

め
ら

れ

て

い
る
。

日
高
地
区

(日
高

町
)

日
高

山

脈
北

部

の
山

々
と

、
北
海

道

で
も

っ
と

も
美

し

い

さ

る

川

の

一
つ
沙

流
川

に

か

こ
ま

れ
た
自

然
を

生

か
し

、
森

と
清

流

と
の

ふ
れ
合

い
の
で

き
る

フ
ァ
ミ
リ

ー
リ

ゾ

ー
ト

の
形
成

を

は
か

る
。
前

記

サ
ホ

ロ
、

ト

マ
ム
地
区

が
高

級

志
向

で
あ

る

の

に
対

し
、

こ
こ

で
は

ス
キ
ー

場
、

ゴ

ル

フ
場

の
他

に
、

家
族

的
な

低
廉

な

ロ

ッ
グ

ハ
ゥ

ス
、
キ

ャ
ン
プ
場

、
観

光
牧

場

な
ど

で
特

色

を
出

そ

う
と

し

て

い
る

。

こ

の
基

本
構

想

の
特

色

以
上

の
リ

ゾ

ー
ト
開

発
計

画
を

見

る
と
、

ほ

と
ん

ど
全

て

の
地
区

に
お

い
て
、

ス
キ

ー
場
、

ゴ

ル

フ
場

、

そ
れ

に
ホ

テ

ル
が
あ
げ

ら

れ

て

い
る
。

さ
し
ず

め

こ

の
三

つ
が

「
三
種

の

神
器

」

と

で
も

い
う

べ
く
、

い
ず

こ
も

同

じ
画

一
的

な
発
想

で
あ

る
。

と
く

に

ス
キ

ー
場

は
、
す

べ
て
の
地

区

で
新
設

ま

た
は
、

既

設

ス
キ

ー
場

の
大
規

模
化

へ
の
計
画

が
目

白
押

し

で
あ

る
。

北
海
道

の
ス
キ

ー
場
は
、
一
九
八

六
年

す

で

に

一

一
四

ヵ
所

に
及
ん

で
お

り
、

ス
キ

ー
人

口
が

爆
発

的

に
増
加

し

な

い
か

ぎ
り

、

パ
イ

の
分
け

前

は
減
少

す
る

一
途

で
あ

る
。

事
実

富
良

野
市

の
資
料

に
よ

れ
ば

、
あ

る
年

フ
ラ

ノ
ス
キ

i
場

の
入

り
込

み
数

の
急

減
が
あ

り

、
そ

れ
が

ト

マ
ム

ス
キ

ー
場

の
オ

ー
プ

ン
と
重

な

っ
て

い
る

こ
と

が

わ
か

っ
た
。

こ

の
よ
う

に
古

い
ス
キ

ー
場
が
新
設

の
ス
キ

ー
場

に
客
を
奪

わ
れ

る

こ
と
は
方

々
に
そ

の
実

例
が
あ

る

。
最

近
は

航
空
会

社

と

タ
イ

ア

ッ
プ

の

パ

ッ
ク
式

ス
キ

ー

ツ
ア
が
増
大

し

、
道
外

か

ら
多

数

の

ス
キ

ー
客
が

訪

れ
る
が

、

こ
の
際

に
利
用

さ
れ

る

の
は
限

ら
れ

た
大

規
模

ス
キ

ー
場

で
あ

り
、
A
7
回

の
リ
ゾ

ー

ト
地

域

の
各

地
区

で
計

画

さ
れ

て

い
る

ス
キ

ー
場

に
、
計
画

書

に
あ
げ

ら

れ

て

い
る
よ
う

な
多
数

の
入
り
込

み
客

の
あ

る

可
能

性

は
、
残

念

な
が

ら
あ

ま
り
高

く

な

い
だ
ろ
う

。

ゴ

ル

フ
場

に

つ
い
て
も
、

旭
岳
地

区
を

の
ぞ
く
す

べ
て
の

地
区

で
計
画

に
あ
げ

ら
れ

て

い
る
が
、

こ
れ

に

つ
い
て
も
来

訪
者

の
確

保

に

つ
い
て
は
、

ス
キ

ー
場

と
同

じ
く
不
確

定
要

素

が
多

す
ぎ

る
。

と
く

に
ト

マ
ム
で
は

、

一
八
ホ

ー
ル
か

ら

九
〇

ホ

ー

ル

へ
の
拡
大

が
図

ら
れ

て

い
る

の
は
、
驚

く

べ
き

こ
と

で
、
芝

生
育

成

の
農
薬

問
題

が
深
刻

と

な
ろ
う

。
な

お

ス
キ

ー
場
、

ゴ

ル

フ
場

に

つ
い
て
の
自

然
環
境

上

の
問
題

に

つ
い
て
は
、

後
段

で
詳

し
く

ふ
れ

た

い
。

つ
ぎ

に

ホ
テ

ル

に

つ
い
て
概
観
す

る

と
、
富

良

野
、

サ
ホ

図一2美 しい丘 陵のつ らな り(ス ケ ッチ:八 木)
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ロ
、

ト

マ
ム
地

区

に
あ

る
既

存

の
高

級

ホ
テ

ル
に
加

え

て
、

さ
ら

に
よ

り
大

規
模
化

が
図

ら

れ

て

い
る
他
、

他

の
地
区

で

も

ど

ち
ら

か
と

い
え
ば
高

級
志
向

の
傾
向

が
あ

る
。

わ
ず

か

に
日
高

地
区

が

フ
ァ
ミ

リ
ー
ゾ

ン
の
形
成

を
目

ざ
し

、
低
廉

な

利
用

料
金

の
ホ

テ

ル
や
少
年
自

然

の
家

を
計

画
し

て

い
る

の
が
評

価

さ
れ

る
。

美
瑛

町

で

は
豊

富

な

温
泉
資

源
を

活

用
し

て
、

ヨ
ー

ロ

ッ

パ

の
温
泉

保
養

地

、

と
く

に
西

独

の
バ
ー

デ

ン
バ

ー

デ

ン
の

ク

ア

・
ハ
ゥ

ス
、

温
泉

治
療
館

、

公
園

な

ど
か

ら
な

る

ク
ア

・
オ

ル
ト

(
保
養

地

)
な

ど
を
参

考

と
し

て
、

リ

フ
レ

ッ
シ

ュ
メ

ン
ト

セ

ン
タ

ー
の
構
想

が
立

て
ら
れ

て

い
る
。

い
ま

ま

で

の
日
本

の
温
泉

保
養

地

の
殻
を

脱

し
た

も

の
が

で
き

る

こ

と
を

期

待

し
た

い
。

ま

た
、

た

と
え

ば
、
美

瑛

町
や

中
富

良

野
町

に
散
在

す

る

丘

陵

地

に
は

、
美

事

に
耕

や
さ

れ
た

畑
が

波
を

う

っ
て
広

が

り
、

整

っ
た
農

家

が
点
在

し

、
日
本

ば

な

れ
し
た

田
園

風
景

が
展

開

さ
れ

る
。
北

星
丘

陵

リ
ゾ

ー

ト
地

区
で

は
、

こ

の
特

色

を

最
大

限

に
生

か
し

、

ミ
デ

ィ
や

O
L

な
ど

に
タ

ー
ゲ

ッ

ト

を

し
ぼ

っ
た
お

し

ゃ
れ
な

セ

ン
ス
あ

る

リ
ゾ

ー
ト
を

目
ざ

し

て

い
る

。
A
7
後

の
新

し

い
方

向

を
示
唆

す

る
も

の
と

い
え

よ

う
。
ま
た

美
瑛

町

で
は

同
町

拓
進

に
あ

っ
た
千
代

田

小
学

校
が

廃

校

に
な

っ
た

あ

と
、
そ

の
体
育

館

を

改
造

し

「拓

真
館
」

を
建

設

し
、

こ
こ

に
前

田
真

三

氏

の
美
事

な

田
園

風
景
写

真

を
展

示

し

て

い
る
が

、
年

間
数

万

の
来

訪
者

が
あ

り
、

と
く

に
女
性

に
人
気
が
あ

る
と

い
う
。

わ
れ
わ
れ

の
訪
れ
た
と
き
も

何

人

か

の
女

子
学

生

ら
が
訪

れ

て

い
た
。

こ
の
よ
う

に
そ

の

地
区

の
特

色
を

最

大
限

に
生

か
す

方

法
が

、
住

民

サ
イ

ド
か

ら
の
発

想
に
よ

っ
て
創
造
さ
れ
て
ゆ
く

こ
と

こ
そ

、

リ
ゾ

ー
ト

基

地

の
設

計

に
求

め
ら

れ

て

い
る

の
で

は
な

い
か
。
金

太

郎

ア

メ
的
な

画

一
的

な
計
画

は

願

い
下
げ

に
し

て

い
た

だ

き
た

い
。

リ
ゾ

ー
ト
と

リ
ゾ

ー

ト
開
発

の
あ
り
方

こ
こ
で

「
リ
ゾ
ー
ト
」

の
意
義
を
考
え
て
み
よ
う

。

リ
ゾ

ー

ト

に
は

「
し

ば
し
ば

行

く
」

と

か

「
行

き

つ
け

の
所
」

と

い

っ
た
意
味

が
あ

り

、

レ
ジ

ャ
ー

(
余
暇

、
仕
事

の
ひ

ま
、
転

じ

て
余
暇

を
利

用
す

る
遊

び

、
娯

楽
-
広

辞
苑

)
と

は
や

や

ニ

ュ
ア
ン

ス
を

異

に
し

て
、

「
長

期

に
わ
た

り
滞

在

し
、
教

養
文

化
、

ス
ポ

ー

ツ
、
休

養

を
す

る
」

と
さ

れ

て

い
る
。

つ

ま

り
、

レ
ジ

ャ

ー
や
観
光

よ

り

は
長
期
滞

在
型

の
性
格

を

も

つ
。最

近

「
日
本

型

リ
ゾ

ー
ト

」
な

る
語

が
用

い
ら
れ

る
が

、

私

は
そ

の
原

型
は
昔
か

ら
と

く

に

農
村

で
行

わ
れ

て

い
た

、

「湯

治
」

で

は
な

い
か

と
思

っ
て

い
る
。
昔

、
各

地

の
温
泉

宿

に
は

「
は

た
ご
」
(
旅
篭

)
と

「
湯
治

」

の
区
別

が

あ

っ
て
、

一
般
客

と
湯
治

客
を

分

け

て
泊

め
る

と
こ
ろ

が
多

か

っ
た

。

田
植
や
刈
り
入
れ

の
は
げ
し

い
労
働
が

一
段
落
し
た
農
閑
期

に
、
農

民

た

ち
は
米

や
味

噌

は
勿

論

、
寝

具

ま

で
も

背
負

こ

ん

で
温
泉

に
ゆ
き

、
数
日
間
温
泉

で
疲
れ
を
癒
や
し

、
健

康

を

取

り
戻

し

て
帰

っ
た
も

の
だ

。

「
は

た
ご
」

と

「
湯
治

」

は

分

れ
て

い
た

が
、
風

呂

は
共

通
だ

っ
た

か
ら

、
地

質

調
査

に

出

か
け
た

時
な

ど

、
湯

の
中

で
村

人

と
の
対

話
を

た

の
し

ん

だ
も

の
だ

っ
た
。
自

炊

で
部
屋

代

も
格
安

だ

っ
た

か

ら
、
農

民
た

ち
は
安

直

に
湯

治
を

楽

し
む

こ
と
が

で
き
た

。

勿
論

、

生
活

レ
ベ

ル
の
向
上

し

た
A
7
日
、

昔

の
ま

ま

の
湯

治

の
再

現

は
不

可
能

で
あ

る

。
し

か
し

、
手
軽

な
環

境

で
大

き
な

経
済

的
負

担
を
感

ぜ

ず

に
、
身

心

の
健
康

を

図

る

こ
の

「
湯
治

」

の
精

神

と
あ

り
方

は
、

今
後

の
リ

ゾ

ー
ト

の
根
底

に
据

え
ら

れ

る

べ
き

で
は

な

い
だ

ろ
う

か
。

そ

う

し
た
視

点

か
ら

、
今

度

の
リ

ゾ
ー
ト

開
発

計
画

を

見

る

と
、

「
わ

が
国
を

代

表

す

る
新

し

い
リ
ゾ

ー
ト

」

と
位
置

づ

け
ら
れ

た

ト

マ
ム
や

サ
ホ

ロ
な

ど

に
は
、
高

価

な

ホ

テ
ル

や
会

員
制

の

ク

ラ
ブ
、

ゴ

ル

フ
場

に
重

点
が

お

か
れ

、
大
衆

が
低
廉

な

料
金

で
利

用

し
う

る
宿

泊
施

設

へ
の
配
慮

が
欠

け

て

い
る

。

さ
ら

に
問

題
な

の

は
、
新

し

く
名

乗
り
出

た
地

区
も

、
「
湯

治

型
」

で
は

な
く

、
先

進

リ
ゾ

ー
ト

に
あ
や

か

っ
た
高

級
志

向

の
ホ

テ

ル
な
ど

が
多

い
こ
と
だ

。

こ
れ

を

リ
ゾ

ー
ト

の

一
典

型

と
さ

れ
て

い
る
、

南
仏

の

ラ

ン
グ
ド

ッ
ク

・
ル
シ

オ

ン
の
リ

ゾ
ー

ト
基
地

と
比

較
し

て
み

よ

う
。

一
九

七
〇

年
周

到

な
経
済

政
策

の
も

と

に
出

さ
れ
た

総
合

開

発
計

画

に
も

と
づ

き
、
地

価
を
抑

制

し
、

低
廉

な
料

金

で
大

衆

が
利

用

で
き

る
よ
う

に

つ
く
ら
れ

た

こ
の

リ
ゾ

ー

ト
基
地
は
、
年

間
数
百
万

人
が
利
用
す
る
と

い
う
。
例

え
ば
宿

泊
料
金

は

一
家

族
四
人

で

一
週
間
四
万
円
位
と

い
う

。
わ
が
国

の
現
状

と

く
ら

べ
、

そ

の
差

の
大
き

い
の
に

い
さ
さ

か
驚

き

を

禁

じ
得

な

い
。

こ
の
大

き
な
差

は

ど

こ
か

ら
来

て

い
る

の
で
あ

ろ

う
か
。

政
府
は
東
京

一
極
集
中
を
是
正

し
、

多
極
分
散
型
国
土

を
形

成

す

る
た

め
、
第

四
次

全
国

総

合
開

発
計
画

(
四
全

総

)
に

お

い
て
、
地

方

の
活

性
化

を

は
か

る
戦
略

プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

の

一
つ
に
リ

ゾ

ー
ト
開

発
を

位
置

づ

け
た
。

そ

こ
で
は
中

曽
根

前

首
相

の

「
民
間

活
力

の
導

入
」

の
基
本
方

針

の
も

と

に
、

税

制

と
金
融

の
優

遇

、
諸

規
制

緩
和

、
公
共
施

設

の

整
備
な

ど

に

よ
り
大

企
業

の
誘

致

を
図

り
、

「
民

活
」

の
名

の
も

と

に
、
大

資
本

優
遇

の
姿

勢

が
顕

著

で
あ
る

。

こ
れ

に
反

し

、

一
般

大
衆

の
た

め

に
、

地

価
を

押

え
、
低

廉

な
料

金

に

よ

っ
て

リ

ゾ

ー
ト
生

活
を

可

能

な

ら
し

め
よ

う

と
す

る
精

神

と
努
力

が

欠

け
て

い
る

の
は
、

ま

こ
と

に
残

念

な

と

こ
ろ
で

あ
る

。

つ
ぎ

に
こ
の

リ
ゾ

ー
ト

法

の
背
景

と
な

る

べ
き
、

わ
が
国

の
労
働

情
況

に

つ
い
て
考

え

て
み
よ
う

。
週

間
労

働
時

間
は

日
本

も

諸
外

国
な

み

に
四

〇
時

間
で
あ

る
が

、
法

律

に
よ
り

定

め

ら
れ

た
年

次

有
給

休

暇

に
な
る

と
、

フ

ラ
ン

ス
、

ス
ウ

ェ
ー

デ

ン
の
五
週

間

や
、

オ

ス
ト

ラ
リ

ア
、

イ

タ
リ

ア
、

フ

ィ

ン
ラ

ン
ド
な

ど

の
四
週

間
は

も
と

よ
り
、

カ

ナ
ダ

の
二
週
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間

よ
り
も
少

い

一
〇

日
間

に
す
ぎ
な

い
。
し

か
も

こ
れ
を

完
全

に
消

化

せ
ず

に
返

上
し

て

い
る

の
が
実

状

で
あ

る
。

そ

の
た
め

日
本
の
労

働
者

の

年

間
総

労
働

時
間

は

こ

一
六

八

時

間

(
一
九
八
五

年
労

働
省

推
計

)
で

、
西

ド
イ

ツ
、

フ

ラ

ン
ス

よ
り

は
五
〇

〇
時

間
、

ア
メ

リ
カ
、

イ
ギ

リ

ス
よ
り

も

二

〇
〇

～

二
五
〇

時
間

も
多

く

、
し

か
も

こ
の
格
差

は
増

大

の
傾

向

に
さ
え

あ

る
。

わ
が

国

民

の
多

く

が
中
流

意
識

を
も

つ
と

い
う

も

の
の
、

住
宅

ロ
ー

ン
や

子
供

の
教
育

費

に
追

わ

れ
、
実

質

可
処
分

所

得

は
か

り

に
も
高

い
と
は

い
え
な

い
で
あ

ろ
う

。

し
た

が

っ

て
、

独
身

貴

族

や

ニ

ュ
ー
リ

ッ
チ
層

と

い
わ
れ

る
階

層
を

の

ぞ

け

ば

、
国

民

一
般

が

か
な

り

の
長

期

の
バ

カ

ン
ス
を
た

の

し
む

可
能

性

は
、
時

間

の
面

か
ら

も

、
ま

た
経
済

的

な
点

か

ら

も

、
あ

ま

り
高

く
は
な

い
の
が

実
情

で
あ

る
。

リ

ゾ

ー
ト
を

考

え
る

と
き

、

こ
の

よ
う

な
わ

が
国

の
社
会

的

、
経

済

的

な
基
盤

に

つ
い
て
、

充
分

な
考

慮
を

払

う

こ
と

が

ま
ず

肝

要

で
あ

ろ
う
。

つ
ぎ

に
リ

ゾ
ー
ト

開
発
を

ど

の
よ
う

に
し

て
進

め

る
か

に

つ

い
て
、

サ

ホ

ロ
の
開
発
を

手

が

け

て
き
た

西
洋

環
境

開
発

㈱

の
井

出
竜

一
氏

に
よ
れ
ば

、

つ
ぎ

の
四
点

が
挙
げ

ら
れ

る

(
平

野

秀
樹

一
九
八
九

)
。

1

立

地

条
件

地
域

が

主
要

都

市

か
ら
ど

の
位

は
な

れ

、

ど

ん
な

ア
ク
セ

ス
網

を

も

つ
か

。

2

セ

ー
ル

ス
ポ
イ

ン
ト

山

、
森

、

川
、

湖
な

ど
特
色

あ

る
自

然
度

。

3

社

会

環
境

す
ぐ

れ

た
地

場
産

業

や
民
芸

品

と
地
域

住

民

の
開
放
度

。

4

マ
ー
ケ

ッ
テ

ィ
ン
グ

リ

ゾ

ー
ト
需

要

、
ど

の
地
域

の
、

ど

の
世
代

の
、

ど

の
階

層

が

タ
ー
ゲ

ッ
ト

か
。

こ
れ

ら

の
四

つ
の
条
件

に

つ
い

て
の
き
び

し

い
検
討

が

ま

ず

先

行

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

そ

の
上

で
、

開
発

す

る
段

階

で
は

ハ
ー
ド

(施

設

)
と

ソ

フ
ト

(
人

)
を

ど

の
よ
う

に

図一3美 瑛 町ヘル シー牧場 か ら見た美瑛岳(右)と 美瑛 富士(左).美 瑛 富士の左側 斜面 がスキー場予定地(ス ケ ッチ 八木)
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す

る

か
、

そ

の
発

想

が
大

き
な
キ

メ

テ

に
な

る
。

ど

こ
も

か

し

こ
も

同
じ
よ
う

な

施
設

を

つ
く

る

の
で

は
な

く

、
地

域

の
特

色

を
最

大
限

に
生

か

し
た
施

設

を

つ
く

る
と

と

も

に
、

こ
れ
を

最
大

限

に
生

か

し

て
ゆ

く
た

め

に
は
、
従

来

型

の

「
観
光

」

「
ス
ポ

ー

ッ
」

「
休

養
」

の
外

に
「
学

ぶ
」

と

い

っ
た

活
動

の

ス
タ
イ

ル
を

加

え

る

こ
と
が

肝
要

で
あ

る
。

現
在
出

さ
れ

て

い
る
計
画
の
大
部
分

が
、

こ

の

ソ
フ
ト

の
部

分
を

欠

い
て

い
る

こ

と
を
指
摘

せ
ざ

る
を

得

な

い
。

自

然

と

の
賢

明

な
共
存

リ
ゾ

ー

ト
計

画

に
お

い
て
は

、
自
然

環

境

の
保

全

と
、
開

発
を

ど

の
よ
う

に
調
和

さ
せ

て
ゆ
く

べ
き

か
は

、
も

っ
と
も

重

要

な

問
題

で
あ

る
。
最

近
北
方

圏

セ

ン

タ
ー
が
富

良

野
市

る

す

つ

と
留

寿

都

村

の
住

民

を
対
象

に
、

リ
ゾ

ー
ト

に
関

し

て
実

施

し

た

ア

ン
ケ

ー
ト
調

査

に
よ
れ

ば
、
プ

ラ

ス
効

果

と
し

て

「知

名
度

が

上

る
」

「
経

済
振

興
」

「
雇

用
拡

大

」
が

上
げ

ら
れ

た
反

面

、
約

半

数

の
人
び

と
が

「
自

然
環

境

の
破

壊
」

を
懸

念

し

て

い
る
。

リ
ゾ

ー
ト

開

発

に
関
連

し

て
自
然

環
境

保

全

の
方
策

と
し

て
参

考

に
な

る

の
が

、
最

近
イ

タ

リ

ア
で
景

観
保

全

に
む
け

て
制
定

さ
れ

た

「
ガ

ラ

ッ
ソ
法
」

で
あ

る
。

こ
こ

で
は
景

観

と
し

て
、

単

に
自

然

の
み

で
は
な

く
、

地
域

の
歴

史

(
た

と

え

ば
歴

史

的

な
市

街
地

や
町
並

み
)
も

ふ

く
ま

れ

て
お
り

、

環

境
保

全

の
新

し

い
傾
向

を

示
す

も

の
と

い
え

よ
う

。

こ
の
意

味

で

ジ

ャ
パ

ン

ヘ
ル

シ
ー

ゾ

ー

ン
計

画

の
美
瑛

町

で
、

町
民

が

自
然

保
護

研
究
会

を

組
織

し

、

「
美
瑛

町
自

然

環

境
保

全

条
例

」

や

「
景
観
保

全
条

例

」
を

つ
く

り
、
自

然

の
保

全

と

の
調
和

に
努

力

し
て

い
る

こ
と

は
評
価

さ
れ

る
で

あ

ろ

う
。

こ
の
態
度
を

一
歩

お
し
進

め

、
美

瑛
富

士
北

斜
面

の
第

一
種

特

別
地

域

に
入

る
よ
う

な

ス
キ

i
場

計
画

に

つ
い

て

は
再
検

討

さ

れ
る

よ
う

に
希

望

す

る
。
同

様

に
旭
岳

地
域

に

お
け

る
、
東

川

町

の
野
花
南

ス
キ

ー
場

の
新
設

に
は
、
大

雪

国
立

公
園

内

の
森

林

の
保
護

上

、
大

き
な

問
題

が
あ

る
と

指

摘

せ
ざ

る
を
得

な

い
。

ス
キ

ー
場
造

成

に
よ

る
自
然

環

境

へ
の
影

響
、

と
く

に
植

生

の
変
化

や

土
壊

の
侵
食

に

つ
い
て

は
、
最

近

い
く

つ
か

の

基

礎
的
研
究

(例
え
ば
中
村

一
九
八
四

、
露

崎

・
春
木

一

九
八

五

)
が

あ

る
が
、

よ
り
広

範

な
自

然
環

境

や
生

活
環

境

に
対

す

る
影
響

に

つ
い
て
は
、

充
分

な

考
察

は
行

わ
れ

て

い

な

い
。

こ
の

よ
う
な
段

階

で
、

さ
ら

に

ス
キ

ー
場

の
新
設

や

大

規
模

化

が
進

め
ら

れ
る

こ
と

は
、

自

然
環
境
破

壊

へ

の
憂

慮

を
増

大

さ

せ
る
。

ま

た
ゴ

ル
フ
場

の
新

設

や
拡
大

に

つ

い
て
は
、
樹

木
伐

採

に
よ

る
保

水
能

力

の
低

下

、
農
薬

に
よ

る
汚
染

な

ど
が
憂
慮

さ
れ

る
。

と
く

に
ト

マ
ム
に
お
け
る
九

〇

ホ

ー
ル

へ
の
拡
大

は
、

む

こ

こ
が
鵡

川
源

流
地

域

に
あ

た

る

こ

と
か
ら

、
多

量

の
農

薬

に
よ

る
悪
影

響

が
下

流
域
全

域

に
及

ぶ

こ
と

も
充

分
慎
重

な

対
応

が

求

め
ら

れ

る
で
あ

ろ
う

。

そ
も

そ

も
自

然
は

リ
ゾ

ー
ト
開

発

の

た
め

の
も

っ
と
も

貴

重

な
資

源

で
あ

る
。

こ

の
自

然

と

の
賢

明
な
共
存

を

図
り

つ

つ
ゆ
く

と

こ
ろ

に
、

は
じ

め
て
永

続

し

た
リ

ゾ
ー
ト

も
成

り

立

つ
わ

け

で
あ

る
。

と

こ
ろ

で
最
近

、
国
立

公
園

の
利

用

の
あ

り
方
を
検

討

し

て

い
た
環

境

庁

の

「
利

用

の
あ
り

方
検

討

委
員
会

」

が
、
国

立
公

園
を

1

野
生
体

験

型

(例

知
床

)

2

自

然
探

勝

型

(例

中
部

山
岳

)

3

風

景

観
賞

型

(例

箱
根

)

4

自

然

地
保

養
型

(例

日
光

)

こ

の
四
種

に
区
分

し
、

い
ま

ま

で

の

「
保
護

」
主

体

か
ら

、

二

一
年

ぶ
り

に

「
利
用
」

を
指

示

す

る

こ
と

に
し
た

。

こ
れ

は

リ
ゾ

ー
ト

開
発

へ
の
対

応

に
よ

る

も

の
と
考

え
ら

れ
、

い

ま
ま

で
公

園
内

の
施

設
建

設

は
個

別

的

に
し

か
認

め

ら
れ

な

か

っ
た

の
が

、
今
後

は

3
、

4

で
は

、

ス
キ

ー
場
、

テ

ニ
ス

コ
ー

ト
、

ホ

テ

ル
な
ど
複

合
施

設

の
大

規
模

開
発

も

み
と

め

ら

れ

る

こ
と

に
な

っ
た
。

従

来

で
も

日
本

の
国
立

公
園

は
国
連

の
国
立

公
園

リ

ス
ト

か
ら

脱
落
し
た
も

の
が
多

か

っ
た

が

(俵

一
九
八
九

)、
こ
の

規

制

の
緩
和

で
さ

ら

に
内

容

が
低

下

す
る

こ
と
が

心
配

さ
れ

る

で
あ

ろ
う

。

い
ま
リ

ゾ

ー
ト
開

発

側
は
方

々

の
国
立

公
園

な

ど

で

ス
キ

ー
場
計

画

の
た

め

に
第

一
種
特
別

地
区

を
第

二

種

へ
格
下
げ

を

申
請

し

て

い
る
が

、

こ
れ
ら

に
対

し

て
は
厳

し

い
対
応

が

必
要

で
あ
ろ

う
。

今

回

の
利

用

の
あ

り
方

の
変

更

が

、
国

立
公

園

の
質

的

低
下

を

招

か
な

い
よ
う
、

監
視
す

る

こ
と

が
必
要

で
あ

る
。

リ
ゾ

ー
ト

は
地
域

振
興

の

切

り
札

か

各

市

町
村

は
リ

ゾ
ー

ト
開
発

に
起
死

回
生

の
願
望

を

こ
め

て

い
る
が
、

そ

の
未

来

は
果

し

て
バ

ラ
色

で
あ

ろ
う

か
。

占

冠

村

は
過

疎

の
進

ん
だ

村

で
あ

っ
た
が

、
ト

マ
ム

の
発

足

以
来

、
人

口
減
少

に
歯

止

め

が
か

か
り
、

一
九

八

一
年

一

四

三

二
人

に
落
ち
込

ん

だ
人

口
も
、

一
九
八

五
年

に
は

二
〇

九

七
人

に
増

加

し
、
村
内

よ
り

の
雇

用
も
増

え
、

一
定

の
評

価

が
与

え

ら
れ

て

い
る
。

こ

こ
で

は
財
政
基

盤
が

弱

い
の
で
、

村

の
予

算

に
よ

る
公
共

事
業

は

行

わ
な
か

っ
た
が

、
農
地

法

の
弾
力

的

運
用

に
よ
り
企

業

の
土
地

取
得

な
ど

に
協

力

し

て

き
た

。
こ
の
占

冠
村

の

一
例

が
、

他

の
多

く

の
自

治
体

に
大

き
な

希
望

を

与

え
た

こ
と

は
事
実

で
あ

る
。

し
か
し
今

後
ト

マ
ム
・

の
五

万

ベ

ッ
ト
収

容
施

設

の
構

想

が
実
現

す
れ
ば

、
上

下
水

道

の
整
備

、
ゴ

ミ

の
処

理

を
は

じ

め
、
鵡

川
源
流

域

の
自
然

環

境

保
全

へ
の
占

冠
村

の
負

担

が
飛

躍
的

に
増
大

す

る

こ
と

を

見

込

ん
で

お
か
な

け
れ

ば

な
ら

な

い
で
あ
ろ

う
。

つ
ぎ

に
や

は
り
り

リ
ゾ

ー

ト

の
先
進
地

と
見

ら
れ

て

い
る

サ

ホ

ロ
地
区

に

つ

い
て
検

討

し

て
み

よ
う
。

こ

こ
で
は
道

路
、

上
下

水
道

の
整
備
、

さ

ら

に
体

育

館

の
建

設

に
新
得

町
は

十

数
億

に
達
す

る
公
共

事
業

を

行

っ
て
、
セ
ゾ

ン
グ

ル
ー
プ

を

・誘

致

し

た
。

そ

の
地
中

海

ク
ラ

ブ

の
バ
カ

ン
ス
村

は
、

ヨ
ー
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ロ

ッ
パ
風

の
国
際

的

リ
ゾ

ー
ト

と

し
て
大

き
な

話
題

を

よ
び
、

多

く

の
人

々
を
引

き

つ
け

て

い
る
。

し

か
し

こ
れ

ら

の
来

客

は
、

バ
カ

ン
ス
村

の
中

に
と
ど

ま

り

、
町

の
人

々
と

の
交

流
も

な
く

、
街

の
商
店

か
ら

は

「
期

待

し
た
特

産

品
が

の
び
悩

み
」

と

の
嘆

き
が

き
か

れ
、

折
角

の
体
育

館
も

午

後

三
時

以
後

は

バ
カ

ン
ス
村
専

用

と
な

り

、

町
民

が
使

用

で
き

な

い
と

い
う
不
満

も

で

て

い
る
。

今
後

セ

ゾ

ン

の
計

画

の
拡
大

と

と
も

に
、

町
財
政

へ
の
圧
力

が

増
大

す

る

の
は

さ

け
ら

れ
な

い
。

リ
ゾ

ー
ト
産

業

は

「多

投
資

型
」

で
あ

り
、

莫
大

な
先

行

投

資
を

必
要

と

す

る
た

め
、
単

に
宿

泊
費

や

リ

フ
ト
使

用
料

な
ど

の
収

入

の
み
を

も

っ
て
は
、
資

本

の
回
収

が
困
難

で
あ

る
た

め
、
企

業
側

は
リ
ゾ

ー
ト

地

域

と
し

て
付
加

価
値

を

つ

け
た

ホ
テ

ル
や

コ
ン
ド
ミ

ニ
ァ
ム
な

ど

の
分
譲

に
力

を

入
れ

る
ケ

ー
ス
が
多

い
。
た
と
え
ば
ト

マ
ム
で
も
、

そ

の
目

玉

で
あ

る
タ

ワ
i

一
号
棟

は
全

部

不
動
産

物

件

と
し
て
販
売

さ
れ

、

二
号
棟

も
会

員
券

シ

ス

テ
ム

に
よ

る
分
譲

が
す
す

め

ら
れ

、

一
般

庶

民

の
利
用

は
困

難

で
あ

る
。

ま
た

サ
ホ

ロ
に
お

い
て

も

別
荘

な
ど

の
分
譲

の
計
画

が
進

め

ら
れ

て

い
る
。

こ

の
よ
う
な

不
動

産

の
分
譲

は
、

リ
ゾ

ー
ト
法

に
う

た

っ

て

い
る

リ
ゾ

ー
ト

の
精
神

か
ら
は
大

き

く
距

っ
て

い
る
と

い

わ
ざ

る
を

え
な

い
。
ま

た

こ
れ
が

地
域

の
活
性

化

に
大

き

く

寄

与

す

る
と
は
考

え

ら

れ
な

い
。

こ
れ
ら

の
例

に
見

る

よ
う

に
、
も

っ
と
も
成
功

し
た

ケ

ー

ス
と

し

て
挙

げ

ら
れ

る
ト

マ
ム
と

サ
ホ

ロ
地
区

に

お

い
て
も

、

幾

多

の
問
題

の
あ

る

こ
と
が

明
か

で
あ

ろ
う
。

地

に
足

の

つ

い
た

計
画

を

富
良

野
大
雪

リ
ゾ

ー
ト

地
域

に
は

、
五

つ
の
新

し

い
リ
ゾ

ー
ト
開

発
計

画
が

あ

り
、

い
ず

れ
も

ス
キ

ー
場

、
ゴ

ル

フ
場

に
ホ

テ

ル
と

い

っ
た
画

一
的
な
共

通
点

の
多

い
計

画

で
あ

る
。

か
り
に
こ
れ
ら
全

て
が
実
現
し
た
場
合

、
互

に
足

を
引

っ
ぱ

り
合

う

こ
と

に
は

な

ら
な

い
か
。

莫
大

な
資
本

を

投
下

し

、

施
設
は
整
備

さ
れ
た
け
れ
ど
、
リ
ゾ

ー
ト
客

は
見

込

み
を

は
る

か

に
下
ま

わ

る
と

い
う

お
そ

れ
は
な

い
か

。

万

一
、
そ

の
よ
う
な
事
態
が
起
れ
ば
肝
心

の
地

元

の
振

興
は

夢

と
消

え

、
あ

と

に
残

る
の

は
回
復

し
難

い
ま

で

に
痛

め

つ

け
ら

れ
た
自

然

だ
け

と

い
う
最
悪

の
悲

劇

に
な

ら
ざ

る
を

得

な

い
。

A
7
度

の
視

察
中

、

私
は
各

自
治

体

の
主

脳
部

に

こ
の

よ
う

な
リ

ゾ

ー
ト
開
発

の
危

険

性

に

つ
い
て
語
り

、

も

っ
と

相

互

の
連
絡

を

と

っ
て
調

整

は
で

き
な

い
だ

ろ

う

か
と
尋

ね

て
み

た
が

、
す

で

に
国
際

的

に
知
名

な

ス
キ

ー
場
を

も

つ
あ

る
首
長

は

「
人

さ
ま

の
や

る

こ
と
を
や

め

う
と

も
言

え

ま

せ

ん

し
ね
」

と
苦

笑

す

る
だ
け

だ

っ
た
。

こ
の
リ

ゾ
ー
ト

開
発

は
横

路
道

政

の
金

看
板

の
新
長

期
総

合

計
画

の
重

要
な

柱

で
あ

り
、
私

は
道

が
も

っ
と

イ

ニ
シ

ヤ

テ
ィ
ブ
を

取

り
、
計

画

全
体

の
調

整
を

は
か

る

べ
き

で
あ

る

と
考

え

る
。

こ
の
計

画

の
責

任
者

で
あ

る
道

の
地

域
調

整
課

の
担

当
者

に
こ

の
考

え
を

ぶ

つ
け

て
み

る
と
、

「
こ
れ

は
道

自
身

の
計

画

で
は
な

く

、
各

自
治
体

が
企

業

と
協
力

し

て
進

め

る
計
画

で
あ

り

、
ど

こ
ま

で
踏

み
込
ん

で
調

整

で
き

る
か

…
。

た
だ
富

良

野
大

雪
地

区
連

絡
会

議

は
、
自

治
体

と
道

と

か
ら
構

成

さ
れ

、

こ

こ
で
調
整

を
は

か

る
意

見

を

の

べ
る
機

会

は
あ

ろ
う

が

…
」

と
消
極

的

な
発
言

で
あ

っ
た
。

結

論

と
し

て
、

私
は
自

治
体

が

リ

ゾ
ー

ト
開
発

の
バ

ス
に

乗

り
遅

れ
ま

い
と
慌

て
る

こ
と
を

や

め
る

よ
う
要

望

し
た

い
。

自
分
の
地
域

の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ

ン
ト
は
何

か
、

ど

ん

な

ハ
ー

ド

と

ソ

フ
ト

の
組

み
合

せ
が

魅
力

的
な

の
か

、
ど

う

し
た

ら

本
当

に
地

域

の
振

興
が
望

ま

れ

る
の
か

。

い
ま
大

部
分

の
自

治
体

が

し
て

い
る

よ
う

に
、

コ
ン
サ

ル
タ

ン
ト

に
委
任

す

る

の

で
は
な

く
、

住
民

レ
ベ

ル
に
立

っ
て
、

地
道

な
検

討

を
積

み
重

ね
、

地

に
足

の

つ

い
た
計

画
を

錬

っ
て
ゆ
く

こ

と
が
、

先
決

で
は

な

い
だ

ろ
う

か
。

富
良

野

・
大
雪

地

域

の
素
晴

し

い
自
然
を

舞

台

に
、
広

く

国

民

の
た

め

の
、
そ

し

て
地
域

発
展

に

つ
な
が

る

リ
ゾ

ー
ト

開
発

が
進

め

ら
れ

る

こ
と
を

心

か
ら
期
待
す

る
。

引
用
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献

平
野
秀
樹

・
森
厳
夫
(
一
九
八
九
)「森
」
の
時
代

へ

第

一
法
規

北
海
道

(
一
九
八
九
)
総
合
保
養
地
域
の
整
備

に
関
す
る
基
本
構
想

北
海
道
富
良
野

・
大
雪

リ
ゾ
ー
ト
地
域
整
備
構
想

中
村
徹
(
]
九
八
四
)
ス
キ
ー
場
植
生
と
土
壌
-

札
幌
市
手
稲
山
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キ
ー
場
の
場
合

日
本
草
地

学
会
誌
二
九
巻
ご
三
二

～
三
四
〇

露
崎
史
朗

・
春
木
雅
寛
(
一
九
八
五
)ス
キ
ー
場

植
生
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い
て
1
札
幌
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及
び
近
郊
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キ
ー

場
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お
け
る
植
生
概
況

日
本
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学
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北
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支
部
論
文
集
三
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号
六
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～
六
四

俵
浩
三
(
一
九
八
九
)国
立
公
園
内
の
国
有
林
経

営
は

一
般
会
計
で

自
然
保
護
三
二
〇
号

一
二

～

一
五
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